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食品衛生レビュー№57●冷凍食品の農薬混入事件と信頼
明らかな犯罪行為である
　昨年暮れから冷凍食品への農薬混入事件が大きく問題となっているが、飲食店営業者の皆さも注意深く新聞記事等を見つめているものと思う。混入していた農薬のマラチオン（マラソン）は有機リンの殺虫剤で、農作物のダニ、アブラムシ駆除に使われる。低毒性の殺虫剤で、家庭園芸用に使われるので街中の園芸店でも印鑑無しで購入できる。ゴキブリ、ハエ対策としては使われないので、食品工場内使われる可能性が全く無く、検出量も20,000ppm以上と極めて高濃度に検出され、明らかな犯罪行為があったと考える。これ以上は警察の捜査結果を待つしかない。
20,000ppm以上とは
この20,000ppm以上という濃度であるが、原材料の野菜に間違って高濃度に散布したとしても、農産物に残留量は最大でも10ppm以下（参考に農産物の残留基準値：小麦・たまねぎ8.0ppm、キャベツ・ほうれんそう2.0ppm、大豆0.5ppm、米（玄米）0.1ppm）と考えられ、加工品ともなれば1ppm以下となり、明らかに高濃度である。製品のコロッケ検査で衣部分から26,000ppm、中身から4,000ppm検出され、衣部分が明らかに高濃度なので製品となって包装までの間にマラチオンを散布あるいは噴霧したものと考える。いくら低毒性の殺虫剤であろうとも、これほどの高濃度の食品を摂取すれば症状は現れる。
なぜ事件が起こったのか

　なぜこのような事件が発生したかは、やはり警察の捜査結果を待つしかないが、おそらく営業者と従事者との信頼が低かったためと考える。信頼は、信じて頼りにすることであり、多分一部の従業員の営業者に対する信用が無く、頼りにならなかったためと考える。新聞情報によると混入が確認された製品の製造日が5日以上であるので、単独犯としたら誰か気が付いていたと思うので、複数犯の可能性も考えられる。つまり、複数の人との信頼が無かったものと思う。

　信頼が無くなった理由としては、最大は待遇（金銭）面と思うが、「仕事にやりがい」があれば若干低くてもこのような事件は起こさないと思う。多分、大きな事件に発展して、この行為を行った人は悩み、後悔していると思う。

　営業者は何をすべきであったかであるが、従事者の大半がパート・アルバイトの非正規従業員との報道があり、対策の一つとして正規従業員が、その中へ飛び込み、溶け込んで、その人たちの考えをくみこむ必要があったと思う。しかし、その場、その場で違うし難しい。もしかして外国人かも知れないが外国人ならば、さらに難しいこと思う。
ファミリーレストランでも起きる可能性

　街中の飲食店、ファミリーレストランでも同様なことが起きる可能性がある。現役のころことになるが、ファミリーレストランが食中毒の原因ではないかとの苦情があり、症状等を詳しく聞いていくと当該店が原因施設考えられない。そこで、「当該店の利用状況、疑われたメニューの提供数を調査して連絡します」と電話を切る。平日の午後3時前までは社員がいないことが多く、緊急性を要するのに社員との連絡がとれない。しかし、多くの店舗にはベテランのパートの女性がいて、その人に連絡すると、直ぐに店長、地域のマネージャーへ連絡、了解を得て、依頼した提供数などを調べてくれた。このような経験豊かな人は、パート・アルバイトの中からの信頼が高かった。

対　策

　食品製造業、飲食店にしても、非正規従業員の不満を見つけ出すことが重要であるが、容易にできないことがある。経験豊かなパートを確保し、多くの非正規従業員との橋渡しができる人を養成しておくことが重要であると考える。その人が正規従業員と非正規従業員との橋渡しができて信頼の構築に役立つと考える。

まとめ

　今回の冷凍食品の農薬混入事件は明らかな犯罪行為であり、食品製造業だけでなく飲食店でも起こりうる。大きな発生原因は非正規従業員との信頼が低かったため考えられる。信頼性確保には非正規従業員のなかで経験豊かな人を確保し、養成することが重要と考える。

　なお、マラチオンは低毒性の殺虫剤で、園芸店で容易に購入できる。（笈川　和男）
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ADI（許容一日摂取量）


マラチオン　　　　0.3mg/kg体重/日


フェニトロチオン　0.006mg/kg体重/日


ピレトリン　　　　0.04mg/kg体重/日


単純計算でマラチオンはフェニトロチオン（スミチオン）より50倍安全性が高いということになる。











